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*はじめに 
  本研究は, “喫煙習慣をサルサダンスの習慣に置換することの検証”というタイトルの基
始まった. しかし, ダンスの習慣構築を理解する為の第一歩として教師のファシリテータ
ーとしての役割の関係性が重要であると判断をし, ラテンダンスクラスにおける教師の役
割に注目をした調査を行った. 
 
 
(1). 概要 
  現社会において運動不足は大きな問題である.ラテンダンスがWHOの規定する必要な運
動量を心理的負担をかけずに行うことに有効であるにも関わらず,その習慣構築のプロセ
スを生徒の動機付けとFacilitatorとしての先生の役割という観点から考察した研究はまだ
ない.そこで本研究は受講者にとって習慣を構築し易いラテンダンスクラスとは何かを明
らかにすることを目的とし,先生と生徒を対象にインタビューとアンケート
(BREQ-3,BPNSFP)を実施した.結果として自己決定理論(Deci&Ryan)の示す3つの心理的欲
求を満たすことが出来るダンスクラスは習慣構築をしやすく,熟練度の高い先生はそうい
った欲求を満たすことに協力的なクラスを効果的な非言語コミュニケーションを用いて行

っているということが分かった. また, 熟練度の高い先生はコミュニケーションにおいて,
生徒自身に自己効力感の向上を鮮明に知覚さる. これが行動の報酬となり, 習慣化を促し
ていると考察出来る.   

 
 
(2). 背景・位置づけ 
  これまで様々な研究が運動は心身の健康を改善することを明らかにしてきた (Garber et 
al., 2011; WHO, 2005). しかし, 運動が体に良いと認知し, 健康になりたいという意欲が
あるにも関わらず, 多くの人が行動に反映出来ていないのが現状である. この認知と行動
のギャップこそが運動不足の最も大きな問題であると言える. そこで本研究は「なぜ運動
が体に良いのか」ではなく, 「どう運動を習慣化させるか」といった, whyの一歩先にある
howに注目をする. 



  これまで, 運動習慣を構築させる為に運動を行う際の行動モデルについて多くの研究が
行われてきた.Social Cognition Models and Health Behavior(Abraham et al, 1998)やHealth 
Action Process Approach(Schwarzer, 1992)といった従来のモデルは,人の健康的な行動が
起こる為には自己効力感の認知が最も重要な変数であると示している.一方
Deci&Ryan(2000)は,自己決定理論(以下SDT )において人が産まれながら 持つ3つの心理的
欲求(自律性への欲求, 関係性への欲求, 有能さへの欲求)と2つ の動機づけスタイル(内的
な動機付けであるAutonomous Motivation, 外的な動 機付けであるControlling Motivation) 
が行動を行う際に関わることを示した.更 にこれらの2つの動機付けスタイルは6つの動機
付けタイプに分けられ(内発的動機づけ, 総合的調整, 同一化的調整 / 取り入れ的調整, 外
的調整, 非動機付 け),それぞれ個人の行動選択に関与する. 

SDTは健全で効果的な行動変化には従来の様に自己効力感のみに重点を置くのではなく,3
つの心理的欲求をサポートしながらAutonomous Motivationを高めることで起こるとして
いる. 

  Ryan&Deci(2002)やReeve(2010)は運動習慣を含む様々な分野において Autonomous 
Motivationを促進する為には,Facilitatorとしての先生の役割が効果的であるとしている.更
にReeveら(2010)は,個人が習慣的に参加したくなるよう なクラスは先生の教育スタイル
だけでなく,クラスの枠組みの両方の変数が重要であることを示している. 

  Pabloら(2014)は,運動の介入を促す重要な変数として挙げられる楽しみや社 交性
(Wankel, 1993)を兼ね備えたラテンダンスが,WHOの規定する必要な運動 量を心理的負担
をかけずに行うことに有効であることを明らかにした. 

  ラテンダンスが心身の健康に有効であるにも関わらず,その習慣構築を生徒の動機付け
とFacilitatorとしての先生の役割という観点から考察した研究はまだない.そこで本研究は
受講者にとって習慣を構築し易いラテンダンスクラスとは何かを明らかにすることを目的

とする.  

 
 
(3). 当該研究助成での研究内容:  
  当研究助成により, 米国で以下に記載するフィールドワークを行った: 
・	
 2都市におけるラテンダンスの先生に対するインタビュー, 教師行動観察 
・	
 8th Annual Salsa Festivalへの参加 
・	
 スタンフォード大学にて, AAAI Spring Symposium 2016; Wellbeing Computing
において発表 

 
 
■Study 1 
Objective: 
  Study1において (1). 生徒は何を望んでクラスに来ているのか (2). 熟練度の高い先生は
生徒の心理的欲求を満たすことに協力的なクラスを行っているのか (3). 熟練度の高い先



生と低い先生のクラスへのアプローチに違いはあるのかという問いを明らかにすることを

試みる.  

Method: 
-- 生徒に対する調査 
  ダンスクラスに参加している20代〜60代の生徒12人を対象にアンケートを実施した. 
アンケート内容はExercise Regulations Questionnaire-3 (以下BREQ-3; Markland, 2014), 
Basic Psychological Need Satisfaction&Frustration Scale(以下 BPNSFP; Chen, 
Vansteenkiste, et al., 2015)に加え,「あなたの運動習慣について記 載してください」,「こ
のクラスを受ける最も大きな理由は何ですか」といった 運動習慣を訪ねる質問とクラス参
加の際の具体的な目的を訪ねる質問から成 る.BREQ-3はSDTに基づいて作られた運動習
慣の6つの動機付けタイプを測る 為に作成された尺度である.BPNSFPはSDTに基づく3つ
の心理的欲求の満足度と不満度を測る為に作成された尺度である.実験手順はアンケート
をクラスが始まる前に回答してもらった. 

-- 先生に対する調査 

ラテンダンスのグループレッスンを行う 20 代〜50 代の先生 8 人(教師経験~3 年 を非
熟練者, 7~15 年を熟練者とし, 熟練者 5 名/非熟練者 3 名)を対象に10 問を利用した半
構造化インタビューを実施した. 

Result: 

-- 生徒に対する調査 

  被験者の3つの心理的欲求の満足度・不満度と内発的決断度合いを示すRelative 
Autonomy Index(以下RAI)の相関関係の算出から, 自律性への満足度(r=0.65),関係 性への

満足度(r=0.58),有能さへの満足度(r=0.51)
に相関関係があることが明らかとなった.  

Figure1. BREQ-3の結果 

                                                     Figure2. BPNSFPの結果 



-- 先生に対する調査 

インタビューの結果  -- 数値的結果  

  インタビューにより収集されたデータを記述化し,それを更に「意味を持つ単 位」とい
われる1つの考えやエピソード,情報等を含む「ユニット」に分類し,箇 条書きを行った. 

  Reeveら(2010)が使用した,評価者がクラスの観察を行い, 先生の教育スタイルとクラス
の枠組みの評価をする際に使用するrating sheetの項目を参考に,Table 1のように2つのカ
テゴリー,6つのプロパティ,12のタグを作成した. 

                                  Table1. 先生のrating sheet 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ユニットの項目に対して12のタグ付けを行い,それらを表にまとめた結果,熟 練者の方が
より生徒の心理的欲求を満たすことに協力的な教育スタイルを持ち, 誘導的で明確なクラ
スの枠組みを用いていることが分かった.特に熟練者と非熟 練者間において,クラスの枠組
みよりも教育スタイルに大きな差が見られた.中 でも生徒の内的モチベーションを促すこ
とに最も大きな差が見られた.クラスの 枠組みに関しては,熟練者の方がクラス中において
より強く誘導を意識しているが,イントロダクション,フィードバックに関しては若干であ
るが非熟練者の方 が明確に行うことを意識していた. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure3. インタビューの数値的結果(1)          Figure4. インタビューの数値的結果(2) 



インタビューの結果  – 質的結果  

  インタビュー結果から, 先生と生徒の間で2段階のインタラクションが行われているこ
とが分かった. インタラクション1の前に, 生徒はクラスで自分が行う行為についての効力
感の予測を持ってクラスに来る. インタラクション1で, 先生は (a).情報の明確な伝達 (b).
生徒の可能性に対して問い (c).生徒の可能性に対する信頼 / 生徒のネガティブな態度に
対する受け入れ を伝える. インタラクション1の結果, 生徒は自分で予測していたよりも
簡単に, またより高いレベルでクラスで振る舞うことが出来る. そしてインタラクション2
で, 先生は (a).生徒の技術習得したことの認知 (b).生徒の技術習得を祝う ということを
行う. 感情は他者と共有することで強まることが様々な研究から明らかとなっている
(Strack et al., 1988). インタラクション2の結果, 生徒は効力感の予測を上回った自分の行
動に対して起こる生体反応や感情を, 他者と共有することで強く感じ, また記憶する. こ
のインタラクション2から得られる, 効力感の予測を上回る自己効力感が, 生徒が持つ自分
の可能性に対する感覚に変化をもたらし, これが”感動”となり, クラスに参加した際の報
酬となっているとまとめられる. 

 

 

            
Figure 5. 生徒と先生のインタラクション        



Consideration: 
  (1)の問いに対して, 生徒は内発的な動機付けからクラスに参加していることが分かった. 
また, クラスを通して3つの心理的欲求を満たせるとしている被験者ほど, 特に自立性への
満足感を得ている被験者ほど内発的にクラスに参加することを決断していた. (2), (3)の問
いに対して, 熟練度の高い先生は熟練度の低い先生に比べ, 生徒との効果的なコミュニケ
ーション方法を知っており, それを駆使することで生徒の心理的欲求を満たすことに協力
的なクラスを行っていることが分かった. 特に, インタビュー内で非言語コミュニケーシ
ョンの使用例が頻繁に挙げられていたことから, ラテンンダンスというドメインにおいて
熟練度の高い先生は非言語的コミュニケーションに優れていると言える. また, 個人だけ
でなく集団ダイナミクスのあり方に対しても重要視をしていた.  
  受講者が3つの心理的欲求,特に自律性への欲求を満たすことが出来るダンスクラスは習
慣構築をしやすく,熟練度の高い先生はそういった欲求を満たすことに協力的なクラスを
個人,そして集団に対して効果的なコミュニケーション方法を用いて行っているというこ
とが分かった.習慣構築のしやすいダンスクラスを作り上げるためには,先生の生徒個人や
集団に対するコミュニケーション方法に注目するべきであると考察出来る. 
 
 

 
(4). 今後の展望 
  Study1の結果から, 習慣構築のしやすいダンスクラスを作り上げるためには,先生の生徒
個人や集団に対するコミュニケーション方法, 中でも特に非言語コミュニケーション方法
に焦点を当てた研究の必要性が明らかとなった. 

  非言語コミュニケーションという分野はこれまで見過ごされがちであった. しかし最近, 
教育心理学の分野においても注目が集まり始めている. 例えば, Sandres & 
Wiseman(1990)は,「人の関係を近づける, 言語表現ではない行動」として定義される
immediacy (Mehrabian / 1969, 1971)が生徒が先生に抱く印象形成のきっかけを作ってい
るのではないかとする.  

  非言語コミュニケーションの研究者達は, そのカテゴリー化やパターン化を試みた
(Ekman and Friesen, 1969). しかしながら, 非言語コミュニケーションは文化や個人, 分
野といった多くの変数に依存する為, ユニバーサルなカテゴリー化やパターン化が難しい. 
そんな中, ラテンダンスクラスにおける教師行動に関するコーディングマップはまだない. 
そこで次に, ラテンダンスクラスにおける教師行動のコーディングマップを作成すること
を目的とした研究を行う. 更に, コーディングマップ作成後, 実際のクラスにおける教師
行動と生徒による授業評価についての関連についての調査を行う. これらの研究から, 受
講者にとって習慣を構築し易いラテンダンスクラスに必要な要素を明らかにしてきたい.  
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